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抄録  

 
現在、精神障がい者を対象とした競技スポーツは、他の 障害に比べ遅れている。

精神障がい者総数 万人に対して競技種目は極めて少なく、また当事者を対象とし

たニーズ調査も少数であるなど、実施・普及体制は未確立である。

そのため、本研究は精神障がいを持つ当事者選手・および支援者に対して聞き取り

調査を実施し、その結果から精神障がい者スポーツの実施・普及モデルを構築するこ

とを目的とした。

方法として、競技性スポーツ大会に選手として携わっている精神障がいを持つ当事

者選手（以下選手）および先進的な実施・普及に取り組んできた支援者（以下支援者）

を対象に、意義・目的の聞き取りを中心とした半構造化面接を実施。聴取内容は逐語

録化し、内容分析を行った。

結果、選手 名および支援者 名に対して聞き取り調査を行った。選手は競技志向・

向上心の他に、リハビリテーションや仲間との交流を意義・目的と考えていた。しか

し半数は病状への影響を感じておらず、むしろ気持ちの面で好影響と捉えていた。ま

た大会の在り方にソーシャル・インクルージョンを望んでいた。また競技に専念する

一方で、自身の病状に対して不安を持っていることが示唆された。選手の多くは、た

またま所属した施設のチームに繋がっており、チームを自ら探して所属した選手は少

数であった。

支援者は背景にスポーツ経験を持っており、当事者支援の中で効果の実感や自身の

イメージを覆された経験を持っていた。また、スポーツを介したアンチ・スティグマ

やソーシャル・インクルージョンを活動の目的としてした。

選手にとって競技性スポーツは、競技性・向上心だけではなく再社会化する上での

社会的リハビリテーションとしても機能している。選手たちはレクリエーションとし

てスポーツに関わり始めるが、そこに競技性スポーツが加わることによって重層的な

目的が加わり、その過程でエンパワメントされ再社会化されていくと考えられる。

キーワード：精神障がい者，競技性スポーツ，ソーシャル・インクルージョン  
再社会化  
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Promotion and Dissemination of Competitive Sports for 

People with Mental Health Problems 
 

Hideki Yarita *,** 
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Abstract 
 

Competitive sports for people with mental health problems lag behind those for 
people with other types of disability. The variety of events is insufficient to cover the  
estimated total of 3.2 million people with mental health problems. Furthermore, their 
needs regarding this issue have not been actively examined to date, resulting in 
unestablished systems to promote and disseminate competitive sports for them. 
Therefore, to establish such systems, we interviewed athletes with mental health 
problems and their supporters.  

Semi-structured interviews were conducted, involving 25 athletes participating in 
competitive sports for people with mental health problems and 9 supporters providing 
advanced approaches to promote and disseminate such sports, and narrative records 
were created to perform content analysis, with the aim of clarifying the significance 
and purpose of being engaged in them.  

In addition to competition-oriented attitudes and the desire to improve one ’s 
performance, rehabilitation and communication with peers were extracted as the 
significance/purpose of being engaged in competitive sports recognized by the athletes. 
Half of them positively considered participation from an  emotional aspect, rather than 
perceiving its negative influences on their pathological cond itions. They expected 
event policies to promote their social inclusion. They were also suggested to be anxious 
about their pathological conditions while devoting themselves to competitions. A large 
number of them began to join teams in facilities they casually belonged to, and it was 
rare for them to search for appropriate teams to belong to independently.  

The supporters had experience of performing sports. They had realized the positive 
effects of competitive sports on people with mental health problems,  and changes in 
their impressions through support. Their activities aimed to promote the reduction of 
stigma toward such people and their social inclusion through sports.  

Based on the results, competitive sports should be considered from the perspective o f 
not only athletes ’ competitiveness or desire to improve their performance, but also 
social rehabilitation for their resocialization. They may start to participate in 
competitive sports as recreational activities, and, having been empowered in the 
process of gradually expanding the objective of such participation, become resocialized 
as a result. 
 
Key Words：people with mental health problems， competing sports，social inclusion 
  resocialization 
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１．はじめに

障がい者スポーツとは、「障害のある人も実践可

能な運動やスポーツのことを指すが、何か特別な領

域のスポーツというわけではない。リハビリテーシ

ョン（医療分野 や障がい児の体育 教育分野 、日

常生活の 生活の質 向上のため 福祉分野 、勝

つことや技術向上、楽しみのため スポーツ分野 な

どさまざまな場面で多様な目的を持って実践され

る」と定義される。近年は障がい者だけでなく様々

な人が参加出来る、よりソーシャル・インクルージ

ョンの視点を強くした「アダプテッド・スポーツ」

という概念も提唱されている。

第二次世界大戦後、戦争負傷者の医学的リハビリ

テーションとして導入された経緯から、障がい者ス

ポーツは身体障がい者を中心に進んできた。現在は

医学的リハビリテーションだけではなく、 の向

上やノーマライゼーション、健康増進と社会参加な

どの意義も報告されている。また 年には、東

京パラリンピックを見据えて全国障害者スポーツ

大会の管轄がオリンピックと同じ文部科学省に移

管され、パラリンピック選手についてもオリンピッ

ク選手同様の強化措置を行うための措置が取られ

るなど、より競技性に重きが置かれる傾向が伺われ

る。

その他にも、中途障がい者における救済装置とし

てのスポーツの重要性や中途障がい者が再度社会

へつながっていくきっかけとなり得ることなどの

指摘がされており、身体障がい者を対象とした競技

スポーツの重要性は広く認知されてきている。パラ

リンピックに代表されるように、競技としての分野

も確立していると言えるだろう。

一方で、精神障がい者を対象とした競技性スポー

ツは、大きく出遅れている。 年に開催された全

国障害者スポーツ大会では、過去に全国規模の大会

実績がなかったことから、身体障がい者や知的障が

い者との同時参入することが出来なかった。

年、ようやくバレーボールが正式種目化されたが、

精神障がい者総数 万人に対して１種目でしかな

い。

精神障がい者においても様々な好影響が指摘さ

れており、身体障がい者や知的障がい者同様大きな

意義や効果が期待されている。しかし現状では当事

者の権利や意義の面からも実施・普及は不十分と思

われる。

２．目的

本研究の目的は、当事者選手・および支援者に対

して聞き取り調査を実施し、その結果から精神障が

い者スポーツの実施・普及モデルを構築することで

ある。

３．方法

１）当事者選手に対する聞き取り調査

競技性スポーツ大会に、選手として携わっている

精神障がいを持つ当事者選手（以下選手）を対象に

インタビューガイドを用いた（図 参照）半構造化

面接による聞き取り調査を実施。聴取目的は、精神

障がいを持つ当事者選手が、競技性スポーツに取り

組むことの目的や意義、課題などを聴取することで、

当事者が望む競技性スポーツ大会のあり方を明ら

かにすることである。

対象者選出については、競技性スポーツ大会に出

場している当事者チーム・代表者もしくは地域のキ

ーパーソンに趣旨説明を行い、協力を依頼。チーム

選出については公式大会（県大会以上）に出場経験

があり、連絡先等が公開されているチームとする。

チーム代表者を通じて調査協力を依頼し、その上で

同意が得られた当事者選手を対象とした。

なお本調査は、日本社会事業大学社会事業研究所

研究倫理審の承認を得て実施した（平成 年 月

日承認：受付番号 ）。

２）支援者に対する聞き取り調査

先進的な実施・普及に取り組んできた支援者（以

下支援者）を対象に、意義・目的の聞き取り中心の

インタビューガイドを用いた（図 参照）半構造化

面接を実施。聴取目的は、これまで精神障がい者を

対象とした競技性スポーツ大会の開催や、実施・普

及に取り組んできた支援者が、実施・普及に取り組

むことの目的・意義や効果的だった取り組み、今後

の課題や展望などを聴取することで、効果的な実

施・普及のありかたを明らかにすることである。

対象者の選出については、これまで精神障がい者

を対象とした競技性スポーツ大会の開催や、実施・

普及に取り組んできた団体代表者、もしくはそれに

代わる関係者に対して趣旨説明を行い、協力を依頼

し、その上で同意が得られた支援者を対象とした。

なお、本研究は日本社会事業大学社会事業研究所研

究倫理審の承認を得て実施致した（平成 年 月

日承認：受付番号 ）。

３）分析方法

聞き取り内容は IC レコーダーにて録音し、後日

逐語録を作成。分析方法は、共に内容分析を行う。 
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図1.インタビューガイド（当事者選手用） 
 
 
 

 
図2．インタビューガイド（支援者用） 
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４．結果及び考察

１）選手についての調査結果

名（男性 名、女性 名、平均年齢 ±

歳）を対象に聴取を行った（平均聴取時間 分）

（表 ）。なお、 名中 名はフットサル世界大

会の選抜選手であり 名はフットサルの全国大会、

地区選抜選手との実績を持つことから、競技性ス

ポーツの対象者として代表性があると判断致し

た。

表 選手の属性

結果、 つのカテゴリーが抽出された（表 参

照）。なお、本文中においてカテゴリーについて

は【 】、サブカテゴリーについては＜ ＞、対

象者の発言については太字・斜体で示した。

①【競技としてスポーツに取り組む意義・目的】

競技性スポーツに取り組む選手であるため、

当然ながら＜競技志向・向上心 ＞といった意見

が多く聞かれた。

やっぱり公式の大会に出ると言うことは、勝つ

という事が目標にてられるっていうので、 意欲

的に取り組める。デイのお遊びみたいのとは違う

ので（ ）

しかし、一方で＜リハビリテーション＞や＜仲

間との交流＞との意見も伺われた。

②【病状への影響】

＜症状の安定＞を感じている者が多数であっ

たが、一方で＜影響なし＞と感じている者や＜不

安や疲労＞を訴えるものも見られるなど、必ずし

も医学的リハビリテーションとして機能してい

る訳ではなかった。

大会が近づくと、ちょっと体調的に悪くなった

りとか、何か緊張して、ちょっと不安になったり

とかはありましたね。（ ）

③気持ちの変化

医学的な変化というより、＜前向きになれた＞

＜自信がついた＞などの気持ちの変化が伺われ

た。これらの経験を踏まえて就労など社会に戻っ

ていく選手が多いことから、社会的リハビリテー

ションとして競技性スポーツが機能しているこ

とが示唆された。

前向きになりましたかね、何事も。もともと結

構やっぱり後ろ向きだったんですけど、やっぱ、

どんどん上を目指したいっていう部分も増えて

きたし。（ ）

④【大会に望むこと】

＜ルールの厳格化＞や＜上位大会の整備＞が

望まれる一方、多くの選手が＜ソーシャル・イン

クルージョン＞を大会に望んでいた。世界選抜に

出るような選手があえてソーシャル・インクルー

ジョンを望むところに、精神障がいスポーツの特

徴が伺われた。

あんまり、くくりをつくらないでほしいですよ

ね。本当に健常者も性別も年齢も障害の種類とか

も関係なく、ごた混ぜで僕はやりたいですよね

（ ）

⑤【今後の課題】

＜競技人口の不足＞が挙げられており、なかな

かチームやメンバーが増えないことが挙げられ

た。また競技に専念する一方で、自身の＜病状へ

の不安＞を持っていることが示唆された 。

病状、今は安定してますけど、もし悪くなった

ら続けられなくなるっていうのは、不安はありま

すね。（ ）

また大会へのエントリーなども＜スタッフ主

導＞で行われており、多くのチームがスタッフ主

導で運営されていた。また＜就労や日々の生活＞

をこなすため、競技を継続することが困難になっ

たり、＜経済的な問題＞により、大会に参加する

ことが難しい選手が出てきていた。

年齢 性別 診断名

１ 代 男性 統合失調症

２ 代 男性 統合失調症（疑い）

３ 代 男性 統合失調症

４ 代 男性 統合失調症

５ 代 男性 統合失調症

６ 代 男性 統合失調症

７ 非公開 女性 気分障害

８ 代 男性 統合失調症

９ 代 男性 うつ病性障害

代 男性 統合失調症

代 男性 社会不安性障害

代 男性 社会不安性障害

代 男性 社会不安性障害

代 男性 チック

代 男性 統合失調症

代 男性 適応障害、うつ

代 女性 統合失調症、パニック

代 男性 強迫性障害、てんかん

代 男性 統合失調症

代 男性 うつ病、摂食障害

代 女性 統合失調症

代 男性 適応障害

代 男性 統合失調症

代 男性 統合失調症

代 男性 統合失調症
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社会に進出するにつれて、そっちが忙しくなっ

て難しくなってくるのかなあと。 競技をするこ

とが（ ）

お金が出る選手の中の選抜チームみたいな感

じになってきてる。（ ）

⑥【チーム加入の経緯】

またチーム加入の経緯について、ほとんどの選

手は所属した施設から紹介されてチームに繋が

っており、チームを自ら探して所属した方は少数

だった。

所属している施設がスポーツが盛んな施設で、

「やってみないか」と声をかけられて。で、始め

たのがきっかけです。（ ）

⑦【その他】

地域型クラブチームの選手には＜仲間に対す

る思い＞を訴える選手も多く、クラブチームがピ

アサポートの効果からスポーツを介したクラブ

ハウス的機能を持つことが示唆された。

自分が一番苦しんでいるときに出会った仲間

です。今はお互いの仕事があって、話したり一緒

にいたりする時間は少なくなりましたけど、自分

が生きていくうえで、当たり前だけど欠かせない

人たちです。（ ）

表2.選手インタビューから抽出されたカテゴリー 
メインカテゴリー サブカテゴリー ｎ

競技としてスポーツ

に取り組む意義・目的

競技志向

リハビリテーション

仲間との交流

レクリエーション

やりがい

保護的環境の希求

変化への期待

その他 ４

病状への影響

症状の安定

変化なし

不安・疲労の影響

気持ちの変化

前向きになれた

自信がついた

気分の充実

心理的ストレス

生活の変化

大会に望むこと

ソーシャル･インクルージョン

より一層の普及

レクリエーション

ルールの厳格化

上位大会の整備

継続してほしい

競技種目の拡大

その他

競技性スポーツに

取り組む上での課題

就労や日々の生活

経済的問題

競技人口の不足

病状への不安

目標の不一致

練習場所の確保

チーム加入の経緯

スタッフや仲間からの勧誘

親の勧め

ニュースで見た

偶然知った

その他

チームや仲間への思い

指導者の希求

偏見に対する不安

２）支援者に対しての調査結果

団体 名（男性 名、女性 名、平均年齢

± 歳）を対象に聴取を行った（平均聴取時間４

７分）（表 参照）。

表 支援者の属性

対象者の 名は、全国にて先進的な取り組みを

している法人もしくは任意団体の代表者・役員で

あり、過去の実践から適任と判断致した。

結果、 つのカテゴリーが抽出された。（表４参

照）なお、本文中においてカテゴリーについては

【 】、サブカテゴリーについては＜ ＞、対象

年齢 性別 職種 主要な関連団体

１
代 男性 九州精神障害者スポーツ

推進連絡協議会

２
代 男性 愛知県精神障害者

スポーツ連盟

３
代 男性 法人ソーシャル

フットボール協会

４
代 女性 ヴァンフォーレふれあい

カップ実行委員会

５
代 男性 ＋

（クラブチーム主催者）

６
代 男性 法人日本ドリーム

バスケットボール協会

７
代 男性 千葉県コルツァカップ

実行委員会

８
代 男性 北海道精神障害者スポーツ

サポーターズクラブ

９
代 男性 京都府精神障害者

フットサルクラブ
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者の発言については太字・斜体で示した。

①【取り組むきっかけ】

支援者の多くは＜リハビリテーション＞のき

っかけとして取り組んだものが多く、他はバレー

ボール競技が＜障害者スポーツ大会＞において

精神障がい者を対象とした公式種目になったこ

とを契機に活動に取り組んでいた。

何かスポーツで患者さんが社会に出れるとか、

社会と触れ合えるような機会を作りたいなあと

思ってたんですけど、デイケアにいったらちょっ

と、フットサルというのがきっかけでした。はい。

（ ）

②【自身のスポーツ体験の影響】

支援者の多くは、＜自身のスポーツ経験＞を背

景にスポーツ活動を行っており、そのことが取り

組みに大きく影響していた。

サッカーですね。中学、高校、大学。就職して

からも、ずっとサッカー。自分がやってたスポー

ツだからっていうところですね。（ ）

③【自身の心境の変化】

また活動を通して＜効果の実感＞や自身の＜

イメージを覆された経験＞をしていた。

それがある日、場所を変えて関わってみたら、

こんなに環境一つで動くことが出来るし。そこま

で出来るか、やれるかっていう私の中の価値観を、

ガラッとひっくり返してくれた一つの機会では

あったかなと。（ ）

④【意義・目的】

また、当事者がスポーツを通し健康な面を示す

ことがアンチ・スティグマに繋がることや、スポ

ーツを介したソーシャル・インクルージョンとな

ることを目的としていた。

医療者が持つ、一般が持つ、障害者自身が持つ

スティグマってものを、すべて取り払うことが出

来ればっていうことなんですね（

⑤【これまでの活動】

実施・普及の取り組みとして、＜大会運営＞

や＜教室の開催＞が効果的とされ、大会開催の実

行委員会には医療・福祉関係者だけでなく当事者

や一般市民も加わっていることが多かった。また

実行委員会の構成も＜当事者の主体性が増す＞

などの変化が生じて来ていた。

より当事者の意見が反映されやすくなりまし

たかね。（Ｂ ）

また＜プロスポーツチームからの協力＞も効

果的な取り組みとして挙げられた。事実、 リー

グなどに協力を仰いでいる団体は多く、プロスポ

ーツチームが協力することが当事者選手のモチ

ベーションや自尊心を高めることが指摘された。

やる人のモチベーションが、全然違ってくるか

なーっていうところ。一応、トップリーグの人た

ちが絡んでいるっていう風なところは、自尊心だ

ったり自己肯定感だったりとか。そのへんに影響

してくる。（ ）

⑥【今後の展望】

今後の展望については選手同様、ソーシャル・

インクルージョンが挙げられた。また、より一層

の実施普及が望まれていた。

本当な意味で、フラットに話せるっていうとこ

ろが、私は理想的だなと思っていて。言ってしま

えば、そのスポーツに興味がある人たちが、自分

の責任でこれるんであれば。もう当事者も支援者

も関係ないのかなって思ってて。

やる人が増えたらいいなと。裾野がもっともっ

と広がっていけばいいなっていうふうに思いま

すね（ ）

⑦【実施・普及への示唆】

チームの在り方については＜地域型クラブチ

ームへの移行＞ が期待されていた。また当事者

選手による大会の運営などが期待されていた。

選手が増えないのは、チームの母体が病院だっ

たりクリニックだったり。だから当然、そこに通

う人でサッカーやる人がいなければ増えないで

すので。

⑧【実施普及の課題】

金銭的な課題が大きく、そのことが大会参加

などにおいてしようとなっていることが挙げら

れた。

サラリーマンの給与所得に比べれば、全然もら

えてないんじゃないかな。それは精神障害って、

障害を持っているがゆえに起こってることなん

であれば、もう少しかけるお金も少なく出来ない

かなと思ったりはします（ ）

また競技性が高まるにつれて新しい人が入り

にくい状況が生じていることが示唆された。

競技性が高まると、新たに入ってくる人の問題

が出てきて。非常にレベルの高いところで、入り

づらいっていうようなところがあって（ ）

表4.支援者インタビューから抽出したカテゴリー 
メインカテゴリー サブカテゴリー ｎ

競技としてスポーツに

取り組むきっかけ

リハビリテーション

全国障害者スポーツ大会

学会での声かけ

当事者からの希望

いろいろなつながりから
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自身のスポーツ体験の影響
自分の経験が背景にあった

自分もスポーツをしたい

自身の心境の変化

効果の実感

イメージを覆された

意味のあることが実践できた

一つの表現方法と感じた

視野が広がった

競技性スポーツを推進する意

義・目的

アンチ・スティグマ

リハビリテーション

ソーシャル・インクルージョン

仲間としての活動

自己実現

これまでの取り組みや

効果的な取り組み

大会運営

教室回会

広報活動

スポーツイベント

今後の展望

ソーシャル・インクルージョン

普及・推進

競技と交流双方の必要性

スポーツ関係者の参画

きちんとした組織作り

当事者の意見を反映

実施・普及への示唆

広報の重点化

スポーツ団体とのタイアップ

地域型クラブへの移行

当事者主催の大会開催

選手会の設立

実施・普及の課題

金銭面

チーム数・参加者数の伸び悩み

新人が入りにくい

会場確保がしにくい

支援者の先入観

 
５．まとめ

精神障がいを持つ当事者選手にとって、競技性

スポーツは競技性を高め個々の向上心を満たす

のみではなく、多様な目的を重層的に含んでいる

ことが示唆された。ケニヨンはスポーツ社会学に

おいて、人がスポーツを行うようになる過程を明

らかにした。藤田らは、身体障害における中途障

害者がスポーツで再起する過程をスポーツの社

会化で説明している。精神障がいも同じく中途障

害とするならば、ニーズを持つ当事者が重要な他

者としてスポーツに取り組むスタッフや仲間と

出会い、スポーツ活動という社会化場面において

役割り学習をしていき、再起していくのだと考え

られる（図 参照）。

多くの選手ははじめ、レクリエーションとして

スポーツに取り組んでいる。そこから次第に競技

性という目的が追加され、ソーシャル・インクル

ージョンといった目的が加わるなど、重層的な活

動へと移行していくのだと考えられる。また、そ

れらの活動の中でエンパワメントされ、自信を取

り戻して再社会化へと向かうと考えることが出

来る（図 参照）。

図 スポーツによる精神障がい再社会化モデル

また支援者は、競技性スポ―ツを介してのソー

シャル・インクルージョンやアンチ・スティグマ

を活動の目的としており、そのことが大きなモチ

ベーションとなっている。初めは支援者主導の推

進ではあるが、次第に選手主体にスライドしてい

くことで選手をエンパワメントしていく重要な

支援の方法と言えるだろう。
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図 精神障がい者を対象とした競技性スポーツの実施モデル（暫定版）
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